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索道安全報告書 ２０２３

野麦峠第 1ペアリフト
野麦峠第 5ペアリフト
野麦峠第 7スカイライナーリフト
野麦峠第 8高速ペアリフト

利用者の皆様へ

株式会社岳都リゾート開発（野麦峠スキー場、以下当社）の索道事業につきましては、日

頃のご利用とご理解、誠にありがとうございます。

当社では安全の確保を第一に掲げ、法令の遵守とともに安全輸送に努めております。

本報告書は鉄道事業法に基づき、輸送における安全確保のための取り組みや安全の実態に

ついて、自ら振り返るとともに広くご理解いただくために公表するものです。皆様からの

声を輸送の安全に役立てたく、積極的なご意見を頂戴できれば幸いです。

基本方針と安全目標

基本方針

当社では安全基本方針を次のように掲げ、社長以下社員に周知徹底しております。

・一致団結して輸送の安全の確保に努める。

・輸送の安全に関する法令及び関連する規程をよく理解するとともにこれを遵守し、厳正、

忠実に職務を遂行する。

・常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努める。

・職務の実施にあたり、推測に頼らず確認の励行に努め、疑義のある時は最も安全と思わ

れる取り扱いに努める。

・事故、災害が発生した時は人命救助を最優先に行動し、速やかに安全で適切な処置を行

う。

・情報は漏れの無いよう、迅速正確に伝える。

・常に問題意識を持ち、必要な変革に取り組む。

安全目標

昨年度、乗客における索道人身傷害事故はありませんでした。引き続き、目標達成に向け

て取り組んでまいります。

・ヒューマンエラーによる人身傷害事故を発生させない。

・設備不具合による事故を未然に防ぐ。
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事故等の発生状況とその再発防止処置

・索道運転事故（索道人身事故）

報告はありません。

・災害（地震や暴風雨、豪雪など）

報告はありません。尚、雨天により営業運転見合わせ、並びに強風により一時運転を

停止することがありました。

・インシデント（事故の兆候）

報告はありません。

・行政指導

報告はありません。

輸送の安全確保のための取り組み

人材教育

・輸送の安全確保のため、各研修会に参加するとともに、従業員の打ち合わせ会議にて安

全教育を実施しました。

緊急時対応訓練

・営業開始前及び中途採用者に対しては新人教育として、救助訓練を実施しました。

安全のための投資と出資

・安全の維持、向上のため、索道施設整備計画に基づき施設の整備を実施しております。

１２ヶ月点検に基づく整備点検

野麦峠第 1ペアリフト 支えい索切り詰め、搬器一部更新

野麦峠第５ペアリフト 緊張索更新

野麦峠第７スカイライナー 山麓駅舎内偏向輪更新

野麦峠第８高速ペアリフト 原動機 OH、減速機 OH、ランプレール補硬板張替

安全管理体制

代表取締役社長をトップとする安全管理組織を構築し、安全確保に取り組んでおります。

代表取締役社長

↓

安全統括管理者

↓
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索道技術管理者

↓

索道技術管理員

↓

整備係、運転係、乗客係、監視係

・代表取締役社長

輸送の安全の確保に関する最終的な責務を負う。

・安全統括管理者

索道事業の輸送の安全確保に関する業務を統括する。

・索道技術管理者

安全統括管理者の指揮の下、索道の運行管理、索道施設の保守の管理、その他技術上の

事項に関する業務を統括する。

・索道技術管理員

索道技術管理者の指揮の下、索道技術管理者の行う業務を補助する。

利用者の皆様との連携とお願い

より安全で信頼に足る索道業務を目指し、皆様から戴いたお声は真摯に受け止め、期待に

応えられるよう努めてまいります。

リフト乗車時のお願い

・乗り方に慣れない、または不安のあるお客様は、係員に申し出て下さい。

・リフトから飛び降りたり、故意にリフトを揺らさないで下さい。

・衣類、携帯品等がリフトに絡まないよう注意して下さい。

・空き缶等の物品をリフトから落とさないで下さい。

・スキー、スノーボードの流れ止めをご確認下さい。

・乗車中の禁煙にご協力下さい。

・安全確保のため、乗り場では係員の指示に従って下さい。

ご意見、ご連絡先

安全報告書へのご感想、当社の取り組みへのご意見等、是非お聞かせ下さい。

〒３９０－１６１１

長野県松本市奈川１１７３－１３

株式会社 岳都リゾート開発
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野麦峠スキー場

Tel ０２６３－７９－２２４６
Fax ０２６３－７９－２２００

URL http://gakutoresort.jp
E-mail info@gakutoresort.jp

http://gakutoresort.jp

